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１　さいたま市の正答数分布（正答数ごとの生徒の割合） １　さいたま市の正答数分布（正答数ごとの生徒の割合）

２　さいたま市の設問ごとの正答率等 ２　さいたま市の設問ごとの正答率等

さいたま市の結果概要及び指導のポイント

※　小学校学習指導要領による
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            さいたま市（参考）   全国 
平均正答率      ７７．３％        ７５．１％ 

            さいたま市（参考）   全国 
平均正答率      ６５．２％        ６３．３％ 

【結果概要】 
◇「読むこと」で、文書中の表現に対応する表現を読み取る問題〔Ａ３一〕、歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに 
  改める問題〔Ａ７七２〕、説明する相手に合わせて表現を言い換える問題〔Ｂ２一〕は、相当数の生徒ができて 
  いる。 

◇「書くこと」で、手紙文の書き方について答える問題〔Ａ２一〕、文章の表現上の特徴について答える問題 

    〔Ａ５一〕は相当数の生徒ができている。 

◆文書中で使われている表現の名称を答える問題〔Ａ３二〕は、課題がある。       
◆読み取った文章の内容を根拠にしながら自分の意見を述べる問題〔Ｂ１三〕は、課題がある。 

【指導のポイント】 

○根拠を明確にして説明させたり、意見を交流させる活動を積極的に取り入れる。 
○日頃から重要なことに線を引き、メモを取る指導を継続的に行い、様々な条件に応じた「書く活動」を 
  積極的に行うことで、自分の考えをもって読むことの習慣化を図る。 
○辞書を効率よく活用することで、語彙力を高めさせる。 

※目盛りは、国語Ａにおける平均正答率の 

    最大値と最小値を設定しています。 

※目盛りは、国語Ｂにおける平均正答率の 

    最大値と最小値を設定しています。 

教師用リーフレット 

※さいたま市の結果は、抽出対象校の結果であり、 

   さいたま市全体の結果を表しているものではありません。 


